
151弘前大学教育学部紀要　第101号：151～156（2009年３月）
Bull. Fac. Educ. Hirosaki Univ. 101：151～156（Mar. 2009）

�弘前大学教育学部学校教育 ( 教育心理学 ) 講座
　Department of School Education (Educational Psychology), Faculty of Education, Hirosaki University

１．問題と目的

　自伝的記憶（autobiographical memory）とは，自己

に関連する情報についての記憶であり，個人の過去の

中から思い出される特定のエピソードについての記憶

である（Brewer, 1986）１）。Robinson（1986）２）は自伝

的記憶研究の歴史的始まりのひとつとして，神経症

の説明と治療に際して記憶に関心を持ったフロイト

（Freud, S）を挙げ，忘却や記憶の回避に関連する抑圧

という防衛機制や，回想や連想などを用いてライフ･

ヒストリーを再構成する精神分析における神経症の治

療にフロイトの記憶への関心がうかがわれることを紹

介している。このように自伝的記憶とは，従来，精神

分析やカウンセリングなどの分野で診断や治療のため

に利用されてきたものである（森 , 1992）３）。

　近年の自伝的記憶研究においては，その機能につい

ての関心が増しており，これまで大きく自己機能，社

会的機能，方向づけ機能の３つが見出されてきている

（e.g., Bluck, 2003４））。Bluck（2003）４）によれば，自伝

的記憶の自己機能とは，自己の連続性や精神力動的な

統合性を持たせる機能である。また社会的機能とは，

たとえば自伝的記憶が会話材料をもたらし社会的相互

作用が促進されるというように，コミュニケーション

的な機能であり，社会的なつながりを発展させ，維持

し，強化する機能である。最後に方向づけ機能とは，

問題解決的な機能であり，現在や将来の行動を計画す

るための機能である。野村（2008）５）は，このような

自伝的記憶の機能は，心理療法で自己を想起すること

の機能と重なるところが大きいと述べている。すなわ

ち，心理療法は，クライエントの過去を共有するセラ

ピストとの関係性を基盤とし（社会的機能），クライ

エントの自己を再構成する立て直しの機会であり（自

己構成機能），その過程では，クライエントの過去の

経験が参照され活用されつつ，将来の改善が図られる

（方向づけ機能注1）という。したがって，自伝的記憶

に関する研究，特にその機能に焦点を当てた研究は，

基礎的な心理学領域における記憶の解明や自己の解明

に役立つのみならず，心理臨床面接場面におけるクラ
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イエントの理解や介入にも役立つものであるといえよ

う。

　上述の自伝的記憶の３つの機能については，心理臨

床的な分野における研究は未だ数少ないものの，認知

心理学や発達心理学，社会心理学等の基礎的分野にお

いては，それぞれの機能ごとに研究がなされてきてい

る。しかし中でも方向づけ機能は他の機能に比べあま

り重きが置かれていないが，日常生活においてはより

中心的な役割を果たしていることを，外傷的記憶を事

例的に取り上げ，Pillemer（2003）６）は示唆している。

このことから，自伝的記憶の方向づけ機能について知

見を重ねることが必要であり，心理臨床的にも重要で

あるといえよう。

　自伝的記憶の方向づけ機能をより詳しく述べている

佐藤（2001）７）では，Pillemer の研究が紹介されてお

り，さらに「出発点」「転換点」「アンカー」「類推」

の4つの下位機能があることが示されている。この下

位機能は大学生並びに大学卒業生に，「大学生活で影

響力のあった経験の記憶」を思い出すように求め，収

集された自伝的記憶及びさまざまな人物の自叙伝の分

析から抽出されたものであるという。「出発点」とは，

ライフコースやキャリアを選択するきっかけとなった

出来事の記憶，信念や態度が自分の中に誕生した瞬間

の記憶，「転換点」とは，態度やライフコースを変更

するきっかけとなった出来事の記憶，「アンカー」と

は，態度･価値観･信念に強い影響を与え，能力や価値

観に疑問を抱いたときに立ち帰る出来事の記憶，「類

推」とは類似した状況で想起され，行動や判断を決

めるのに役立つ出来事の記憶であるとされる（佐藤，

2001７））。

　また佐藤（2001）７）は，体系的に自伝的憶の方向づ

け機能を明らかにすることを目的として，教員養成系

大学の２年生を対象に，教師にまつわる自伝的記憶を

収集し，その内容と教職志望意識との関連を検討した

自身の研究についても述べているが，志望意識と自伝

的記憶の間には明らかな関連があり，教師にまつわる

記憶が教職を志望することへ，「出発点」や「転換点」

など方向づける機能を持っていることが示唆されてい

る。そして，職業選択は青年にとって自己や同一性に

関わる大きな問題であり，自伝的記憶と自己との深い

関わりが示されたといえると佐藤（2001）７）は述べて

いる。このことから，職業選択を行い，同一性を確立

していく時期である青年期においては，自伝的記憶の

方向づけ機能の働きは特に重要であるように考えられ

る。

　このように考えると，自伝的記憶の方向づけ機能

は，自我同一性を確立していく青年期と，別の発達

期，たとえば親密性の獲得が求められる成人期とで

は，主となる働きが異なってくる可能性も想定され，

発達的な検討も必要なのではないかと考えられる。心

理臨床的な立場からも，さまざまな発達期にあるクラ

イエントと面接し，また心理発達的な課題という点か

らクライエントを理解する上で，発達的な違いについ

て明らかにすることが必要ではないかと考えられる。

　そこで本研究では，青年期及び成人期を対象に，自

伝的記憶についてその方向づけ機能を中心に予備的に

検討する。自身にとって印象的なエピソードが現在の

自己にどのような影響を及ぼしているのかという自伝

的記憶の主観的な意味づけを探ることを通して，青年

期と成人期における自伝的記憶の性質の違い･機能の

違いを明らかにしたい。

２．調査１：青年期の自伝的記憶について

２.１.方　法

対象 : 大学生149名（１年次143名，２年次以上６名）。

調査内容 : 

　①これまでの人生の中で最も印象的なエピソードと

その時期。

　②①が今の自分にどのように影響していると思う

か。

　③「自伝的記憶」はどのように使われている（影響

している，役立っている）と考えられるか。

手続き : 心理学関連の講義の中で調査を行った。なお

自伝的記憶についてはその定義のみ学習し，

機能については学習する前であった。

２.２. 結果と考察

エピソードの時期及び内容について

　調査内容①について，エピソードを経験した時期を

分類した。時期別のエピソード数を図１に示す。図か

ら分かるように，高校時代のエピソードが最も多く想

起されることが示された。

　次に内容別の割合を図２に示した。「部活の大会で

自分の力を少しも出せず，ひどい結果に終わったこ

と」「部活動で，いっぱい怒られたこと」「部活を本気

で辞めようとしたこと」など「部活動に関する内容」

（21.57％），「自動車との接触事故」「喘息で死にそう

になったこと」「骨折」など「自身の事故･怪我･病気」

（16.99％），「大学合格」「受験の時，勉強は辛かった

が友情が深まったこと」など「受験」（11.11％）の順
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に多いことが明らかとなった。

自伝的記憶の機能からみたエピソードの意味づけにつ

いて

　調査内容②･③注2 に基づき，２名の研究者が独立に

機能の観点から分類を行った。まず自己･社会･方向づ

け機能という観点から，意味づけ内容が方向づけ機能

に相当するか否かに分類した。一致率は84.56％であっ

た。次に方向づけ機能とされたエピソード104個につ

いて，さらに「出発点」「転換点」「アンカー」「類推」

の４つの下位機能に分類した。意味づけ内容の例と分

類を挙げると，たとえば「○○に興味を持つきっかけ

になったと思う」「様々な経験をしたいと思うように

なった」という意味づけは「出発点」，「以前より健

康や病気について考えるようになった」「死生観が変

わった」などの意味づけは「転換点」，「支えになって

いる」などは「アンカー」，「問題にぶつかったときに

解決法として，その時の経験が役立っている」などは

「類推」とした。

　結果，一致したエピソード数は72であり，一致率

は66.35％であった。72のエピソードは，「出発点」

15.28％，「転換点」56.94％，「アンカー」15.28％，「類

推」12.50％に分類された。

エピソードの内容と自伝的記憶の機能との関係について

　エピソードの内容と意味づけから捉えた自伝的機能

との関連をさぐるために，まずエピソードの内容カテ

ゴリー別に，各機能カテゴリーの割合について算出し

た。なお，ここで分析の対象としたのは，含まれるエ

ピソード数が４つ以上である，６つの内容カテゴリー

（「部活」「事故･怪我･病気（自己）」「死別」「家族」

「受験」「海外体験･旅行」）であった。各内容カテゴ

リーに占める機能カテゴリーの割合が50％以上の場合

を太い線，30％以上50％未満を細い線，30％未満を点

線で結び，図３に表した。「出発点」的な意味づけが

なされたのは海外体験や旅行，受験といったエピソー

ド，「転換点」的な意味づけがなされたのは，家族に

関するエピソードや死別，部活動，自身の事故･怪我･

病気など，多様なエピソードにおいてであった。また

受験や部活動に関するエピソードは「アンカー」とし

て，自身の事故･怪我･病気といったエピソードは「類

推」として意味づけがなされていた。

　その他の特徴としては，自己機能や社会的機能に分

類され得るような意味づけもそれぞれ２, ３みられた

ことや，「トラウマとなっている」とされるエピソー

ドが全体の約５％みられたことが挙げられる。

３．調査２：成人期の自伝的記憶について

３．１．方法

対象：成人20名。49歳未満12名，50歳以降８名。年齢

範囲は22～66歳。
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図 1　想起されたエピソードを経験した時期の度数分布
　　　　　　　　　　　　　　　　（調査 1: 青年期）
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図２　想起されたエピソードの内容と割合
　　　　　　　　　　　　　　　　（調査 1: 青年期）

図３　エピソードの内容と意味づけされた方向づけ機能と
の関連（調査 1: 青年期）
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調査内容：

　①　これまでの人生の中で最も印象的なエピソード

とその時期。

　②　①が今の自分にどのように影響していると思う

か。

　　その他，最も印象に残っている社会的出来事及

び人生最初の記憶の時期についての項目もあった

が，今回は報告しない。

手続き：心理学関連の講義の中で調査を行った。調

査１と同様に，自伝的記憶については定義の

み学習し，機能については学習する前であっ

た。

３．２．結果と考察

エピソードの時期及び内容について

　調査１と同様に，調査内容①に基づき，エピソード

を経験した時期を分類した。図４に時期別エピソード

数を示す。全体的には20代のエピソードが最も多いこ

とが明らかとなった。

　次に内容別の割合について図５に示した。「恋人の

死」「母を亡くしたこと」など「死別」（30.00％），「入

院生活」「仮死を体験したこと」など「自身の事故･怪

我･病気」（20.00％），「ある人との出会い」「･････と

いうことば」など，「他者からの影響」を受けたエピ

ソード（15.00％）の順に多いことが明らかとなった。

自伝的記憶の機能からみたエピソードの意味づけにつ

いて

　調査内容②に基づき，調査１と同様に，２名が独立

に機能の観点から分類を行った。方向づけ機能とさ

れたエピソードは15個であった（一致率75.00％）。15

のエピソードについてさらに４つの下位機能に分類

したところ，一致したエピソード数は12であり（一

致率85.71％），「出発点」4（33.33％），「転換点」８

（66.67％）の２つのみに分類された。

エピソードの内容と自伝的記憶の機能との関係について

　調査１と同様に，エピソードの内容カテゴリー別に

各機能カテゴリーの割合について算出した。なおこ

こでは12全てのエピソード（カテゴリーとしては「死

別」「自身の病気･事故」「他者からの影響」「海外体験

･旅行」「出産」の５つ）について分析の対象とした。

各内容カテゴリーに占める機能カテゴリーの割合は全

て50％以上であり，それぞれ太い線で結んで表したも

のが図６である。「出発点」的な意味づけについては

「自身の病気･自己」や「他者からの影響」といった

エピソードになされ，「転換点」的な意味づけについ

ては「死別」「出産」「海外体験･旅行」に関するエピ

ソードになされることが明らかとなった。

　その他の特徴としては，青年期を対象とした調査で

みられた「トラウマとなっている」という意味づけは

全くみられなかったこと，自己機能や社会的機能に分

類され得るような意味づけもほとんどみられなかった

ことが挙げられる。
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図４　想起されたエピソードを経験した時期の度数分布
　　　　　　　　　　　　　　　　（調査２: 成人期）
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４．全体的考察

　本研究において見出された青年期と成人期それぞれ

の特徴について表１にまとめた。青年期と成人期の自

伝的記憶の機能における最も大きな違いとしては，青

年期と比較し成人期には「アンカー」や「類推」と

いった機能がみられにくいことが挙げられる。すなわ

ち，成人期では過去の特定のエピソードに関する記憶

を，現在の支えにしたり，現在の問題に対する解決法

として利用したりすることが少なくなるということが

示唆される。

　このことから，第一に，青年期では特定のエピソー

ドの記憶が支え･励みになったり，解決に役立ったり

するように機能するが，成人期以降ではそのような形

で機能するのではない可能性が考えられる。ひとつひ

とつの特定のエピソードがそのような機能と結びつく

のではなく，エピソードの蓄積･過去の蓄積やさまざ

まなエピソードの総体が「アンカー」や「類推」と

いうような方向づけの機能を果たすのかもしれない。

また第二の可能性として，４つの下位機能の中でも，

「出発点」「転換点」はより回顧的側面を持ち，「アン

カー」「類推」はより前向きな未来展望的側面を持つ

ものであって，「これから自分はどうあるべきか」と

いう問いも含めたアイデンティティの確立が求められ

る青年期ではその双方が機能するが，人生後半の成人

期以降は，回顧的な側面での機能がより優勢になって

くることが考えられる。すなわち，方向づけ機能の中

でも優勢となる下位機能が発達に伴い変化していく可

能性が考えられよう。こういった可能性については，

今後方法論的な見直しを行った上で検討していく必要

があると考えられる。

　ただし，成人期の発達的課題である親密性という

概念について大矢（1997）８）は，「お互いに多少なり

とも異なった自分をもった者どうしが，家庭や仕事と

いった現実的な場において，体験を共有したり，相異

を出し合って互いに調整したりしながら，提携して具

体的な問題に対処し，実際の生活を営んでいくとい

う，若い成人の社会生活に必要とされる基本的な要素

を要約したものであるといえる」（p.141）と述べてお

り，このことから成人期では青年期以上に，もっと問

題解決的な方向づけ機能が働いている可能性も考えら

れる。つまり，「類推」や「アンカー」といった機能

が成人期にみられなかったのは，方法上の問題による

可能性も否定できないと考えられる。

　そのひとつとして考えられるのは，今回想起を求め

たのが，「最も印象的なエピソード一つ」であったこ

とである。青年期では，ひとつの印象的なエピソード

が人生を方向づけるかもしれないが，成人期では，印

象的なエピソードに限らず，日々の小さなエピソード

が，細かな方向づけとして機能し，問題解決的機能を

果たしているかもしれない。したがって印象的なエピ

ソードひとつに限らず，日常的な複数のエピソードに

ついて検討していくことが今後必要であるだろう。

　また今回の調査では，自身の主観的･意識的な意味

づけを尋ねることで機能について検討しているが，

もっと無意識的に自伝的記憶が機能している可能性も

考えられ，主観的な意味づけを扱うだけでは自伝的記

憶の機能を捉えきれていないといえる。したがって，

今後はたとえば不随意記憶の検討や違った側面からの

機能の測定など，多面的に捉える工夫が必要であると

考えられる。

　さらに今回の調査では，青年期と成人期の調査対象

数の違い，特に成人期の対象の少なさや，機能分類上

の問題（一致率の低さなど）も結果に少なからず影響

を及ぼしていることも否定できないであろう。

　本研究では，自伝的記憶の主観的な意味づけを探る

ことを通し，青年期と成人期の自伝的記憶の方向づけ

想起されたエピソードの内容と時期 自伝的記憶の機能について

青年期 ・高校時代のエピソードが最も多い。
・｢部活動｣や｢受験｣など，学校生活に
関わるエピソードが多い。

・意味づけは，方向づけ機能の 4つの下
位機能全てに分類された。
・トラウマとなっているエピソードも想
起されていた。
・自己機能，社会的機能に相当する意味
づけもみられた。

成人期 ・20代のエピソードが多い。
・｢死別｣｢自己･怪我･病気｣｢出産｣な
ど，生命に関わるものが半数以上。

・意味づけはほぼ方向づけ機能に分類さ
れた。

・方向づけ機能の中では，｢出発点｣｢転換
的｣機能のみに分類された。

・トラウマ的なエピソードは全くみられ
なかった。

表１　青年期と成人期の自伝的記憶の内容と意味づけからみた機能について
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機能を中心に検討した。その結果，方向づけ機能の中

でも優勢となる下位機能が発達的に変化する可能性が

示唆された。このことは，前述のように，心理臨床面

接の中においても，クライエントの過去経験の参照や

活用の有り方が発達的に変化する可能性を示唆するも

のであると考えられる。今後は上述のような問題を改

善し，さらなる工夫をしたうえで，この点について検

討していくことが，自伝的記憶の機能研究においても

心理臨床的な研究においても望まれよう。

注

１　野村（2008）では directive function を指示機能と訳

しているが，本研究では方向づけ機能としているた

め，ここでもそのように表記した。

２　回答者の中には，調査内容③に意味づけと思われる

事柄を記述している者もみられたため，そのような

場合に③についても参考にした。
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